
 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
漫
画

の
フ
ァ
ン
が
、
作
品
中
に
登

場
す
る
場
所
を
“
聖
地
”
と

呼
び
訪
れ
る
。
実
写
の
ド
ラ

マ
や
映
画
で
ロ
ケ
地
巡
り
と

言
わ
れ
て
い
た
行
動
は
、
２

０
０
０
年
代
に
入
る
と
ア
ニ

メ
や
漫
画
の
フ
ァ
ン
の
間
に

聖
地
巡
礼
と
い
う
呼
び
方
で

定
着
し
ま
し
た
。
本
来
何
も

無
か
っ
た
場
所
が
突
然
観
光

名
所
に
変
わ
り
う
る
そ
の
行

動
は
、
町
お
こ
し
や
地
域
経 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
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「
ゆ
る
ふ
わ
ア
ウ
ト
ド
ア
」

が
テ
ー
マ
、
女
子
高
生
が
山

に
登
る
…
…
そ
の
イ
メ
ー
ジ

以
上
に
本
格
的
な
登
山
漫
画

で
す
。
既
刊
７
巻
、
現
在
も

連
載
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と

し
て
は
昨
年
の
１
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
一
期
が
放
送
さ 

済
へ
の
影
響
か
ら

も
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

長
野
県
は
舞
台

と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
大
町
市
（
お

ね
が
い
☆
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
）、上
田
市

（
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
）、
小
諸
市
（
あ

の
夏
を
待
っ
て
る
）
な
ど
が

巡
礼
地
と
し
て
有
名
で
す
。 

 

聖
地
巡
礼
に
は
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
ア
ニ
メ
や

漫
画
と
い
う
素
材
だ
け
に
作

品
の
知
名
度
が
低
く
、
大
掛

か
り
な
撮
影
も
行
わ
れ
な
い

た
め
地
元
の
認
知
度
も
低
く

な
り
ま
す
。
当
然
、
舞
台
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

い
一
般
の
住
民
か
ら
は
フ
ァ

ン
の
行
動
は
不
可
解
に
見
え

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
最 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

れ
、
今
年
７
月
か
ら
は
二
期

が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

登
山
が
趣
味
の
著
者
が
描

い
て
い
る
だ
け
に
描
写
は
現

実
的
で
、
楽
し
さ
だ
け
で
な

く
、
登
山
の
過
酷
さ
、
挫
折

と
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
喜
び

も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

作
品
の
主
な
舞
台
は
埼
玉

県
飯
能
市
で
す
が
、
長
野
県

に
も
何
度
か
訪
れ
、
霧
ケ
峰

や
木
曽
駒
ケ
岳
、
木
曽
駒
に

隣
接
す
る
宝
剣
岳
、
そ
し
て

山
梨
県
境
に
あ
る
金
峰
山
に 

近
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
放
送

期
間
が
三
カ
月
か
ら
長
く
て

も
一
年
程
度
と
短
い
た
め
、

経
済
効
果
を
見
込
ん
で
観
光

地
化
し
て
も
、
熱
が
冷
え
て

訪
れ
る
人
が
減
る
と
い
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
で
も
新
た
な
層
の
観

光
客
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
、

各
地
で
“
聖
地
”
化
の
動
き

は
進
ん
で
い
ま
す
。
諏
訪
地

方
で
も
い
く
つ
か
の
作
品
で

舞
台
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

小
さ
い
な
が
ら
も
巡
礼
地
と

し
て
機
能
し
て
い
る
場
所
も

あ
り
ま
す
。 

 

興
味
が
湧
い
て
き
た
で
し

ょ
う
か
。
知
っ
て
い
る
人
は

「
そ
う
そ
う
こ
れ
こ
れ
」
と

い
う
楽
し
み
を
、
知
ら
な
か

っ
た
人
に
は
「
こ
ん
な
も
の

が
」
と
い
う
驚
き
を
、
少
し

だ
け
で
も
お
届
け
で
き
れ
ば

と
考
え
、
紹
介
し
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

登
っ
て
い
ま
す
。
霧
ケ
峰
が

登
場
す
る
の
は
原
作
単
行
本

４
巻
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
二
期

の1
4

話
で
す
。
白
樺
湖
か

ら
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
で
車
山

肩
へ
、
そ
こ
か
ら
は
沢
渡
―

八
島
ケ
原
湿
原
―
物
見
岩
と

ま
わ
っ
て
車
山
山
頂
ま
で
の

２
、３
時
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

映
像
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
た
ど
り
な
が
ら
見
ど
こ
ろ

を
押
さ
え
て
い
る
の
で
、
巡

礼
の
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

                                                 

                                                 

                                                 

     



         

「
咲-sa

k
i-

」
は
小
林
立
さ

ん
が
描
く
、
全
国
大
会
優
勝

を
目
指
す
高
校
麻
雀
部
を
描

い
た
作
品
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
劇
画
や
ギ
ャ
グ
で
描
か
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
麻
雀
漫

画
に
、
知
的
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
側
面
か
ら
新
風
を
吹
き

込
み
、
既
刊1

3

巻
、
別
著

者
に
よ
る
派
生
作
品
を
複
数

生
み
出
し
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

で
も
本
編
２
作
、
派
生
作
１

作
が
放
送
さ
れ
た
ヒ
ッ
ト
作

で
す
。 

 

著
者
の
小
林
立
さ
ん
は
東

京
都
の
出
身
で
す
が
、
デ
ビ

ュ
ー
作
、
そ
し
て
本
作
で
長

野
県
を
舞
台
に
選
ん
で
い
ま

す
。
現
在
は
全
国
大
会
編
に

入
っ
て
い
る
た
め
県
内
の
描

写
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
予

選
編
で
は
中
央
線
や
飯
田
線

沿
線
を
中
心
に
多
数
登
場
し

ま
し
た
。 

 

連
載
は2

0
0
6

年
に
始
ま

り
、
最
初
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

が2
0
0
9

年
。
そ
の
当
時
か

ら
フ
ァ
ン
の
間
で
は
ど
の
場

面
が
描
か
れ
た
の
か
を
調
べ

て
訪
れ
る
、
聖
地
巡
礼
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
原
村
の

旧
観
光
案
内
所
に
は
交
流
ノ

ー
ト
が
置
か
れ
、
フ
ァ
ン
の

書
き
込
み
を
見
る
事
が
出
来

ま
す
。
年
間
千
人
前
後
が
巡

礼
目
的
で
訪
れ
て
い
て
、
最

近
で
は
行
政
で
も
観
光
資
源

と
し
て
活
か
し
て
い
こ
う
と

い
う
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。 

 

作
中
で
は
背
景
だ
け
で
な

く
、
登
場
す
る
学
校
名
な
ど

に
岡
谷
や
千
曲
、
篠
ノ
井
、

裾
花
、
風
越
な
ど
見
知
っ
て

い
る
名
称
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
細
か
い
部
分
で
す
が
、

地
元
在
住
者
と
し
て
は
そ
れ

を
見
つ
け
る
の
も
楽
し
み
に

な
り
ま
す
。 

                                                 

                                                 

                                                 

          



             

東
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
同

人
サ
ー
ク
ル
上
海
ア
リ
ス
幻

樂
団
が
製
作
す
る
ゲ
ー
ム
、

音
楽
、
書
籍
な
ど
の
総
称
に

な
り
ま
す
。
東
方
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
あ
る
い
は
東
方
シ
リ

ー
ズ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

同
人
と
い
え
ば
以
前
は
小

説
や
詩
歌
な
ど
の
文
芸
作
品

が
主
で
し
た
が
、
近
年
は
漫

画
や
ゲ
ー
ム
の
創
作
活
動
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
同
人
で
す
か
ら

も
ち
ろ
ん
一
般
の
小
売
店
で

は
扱
わ
れ
な
い
、
趣
味
で
作

っ
た
小
規
模
な
も
の
に
な
り

ま
す
。 

 

サ
ー
ク
ル
の
代
表
者

Z
U

N

さ
ん
は
白
馬
村
の
出

身
で
す
。
ゲ
ー
ム
開
発
会
社

勤
務
を
経
て
、
現
在
は
サ
ー

ク
ル
代
表
者
と
し
て
ゲ
ー
ム

や
音
楽
の
製
作
、
著
述
業
に

従
事
し
て
い
ま
す
。 

             

             

シ
リ
ー
ズ
の
第1

0
作「
東

方
風
神
録 

〜 
M

ou
n

ta
in

 

of F
a
ith

.

」
が
諏
訪
地
方
の

神
話
や
伝
承
を
元
に
し
て
い

ま
す
。
東
風
屋
早
苗
（
諏
訪

大
社
上
社
の
神
長
官
、
守
矢

家
の
現
頭
首
か
ら
）、八
坂
神

奈
子
（
諏
訪
大
社
の
祭
神
、

八
坂
刀
売
神
か
ら
）、洩
矢
諏

訪
子（
諏
訪
地
方
の
古
い
神
、

洩
矢
神
か
ら
）
と
登
場
人
物

の
名
前
に
引
用
。
諏
訪
大
社

下
社
秋
宮
の
神
楽
殿
、
春
上

社
本
宮
の
天
流
水
舎
な
ど
も

登
場
し
ま
す
。 

 

こ
の
縁
も
あ
っ
て
、
東
方

シ
リ
ー
ズ
に
関
連
す
る
同
人

誌
の
即
売
会
が
２
０
１
０
年

か
ら
岡
谷
市
で
開
か
れ
て
い

ま
す
。
今
年
９
月
の
即
売
会

に
も
１
０
０
近
い
サ
ー
ク
ル

が
参
加
、
一
般
来
場
者
を
含

め
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い

ま
し
た
。 

             

(c)

岡
本
倫
／
集
英
社
／
「
極

黒
の
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
」
製

作
委
員
会 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

極
黒
の
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ

は
週
刊
ヤ
ン
グ
ジ
ャ
ン
プ
で

2
0
1
2

年
９
号
か
ら
連
載
さ

れ
、
現
在
既
刊11

巻
が
発

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
者
の

岡
本
倫
さ
ん
は
和
歌
山
県
出

身
。
ゲ
ー
ム
制
作
会
社
勤
務

を
経
て
、20

0
0

年
に
漫
画
家

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

 

本
作
は
北
欧
神
話
や
ニ
ー

ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
、
プ
リ
ュ

ン
ヒ
ル
ト
伝
説
な
ど
を
素
材

に
、
現
代
の
日
本
を
舞
台
に

科
学
的
な
要
素
と
空
想
的
、

幻
想
的
な
要
素
を
組
み
合
わ

せ
た
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ァ
ン 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

タ
ジ
ー
作
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

ア
ニ
メ
放
送
は2

0
1
4

年

の
４
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

行
わ
れ
、
県
内
で
も
衛
星
放

送
のB

S
11

で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
ア
ニ
メ
版
の
中
で
諏

訪
市
が
舞
台
に
な
り
ま
し
た
。

５
、
６
話
で
湖
畔
公
園
、
そ

し
て1

0

、11

話
で
立
石
公

園
で
す
。
公
園
内
の
限
定
さ

れ
た
範
囲
で
様
々
な
場
所
が

使
わ
れ
て
い
て
、
ア
ニ
メ
内

の
カ
ッ
ト
と
実
際
の
景
色
を

比
較
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
諏
訪
以
外
に
も

県
内
で
は
長
野
市
、松
本
市
、

軽
井
沢
町
が
舞
台
に
な
り
ま

し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

ア

ニ

メ

制

作

会

社

P
rod

u
ction

I.G

と
漫
画
家

集
団

C
L

A
M

P

が
共
同
制

作
す
る

B
L

O
O

D

シ
リ
ー

ズ
の
３
作
目
で
す
。2

0
11

年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

放
送
さ
れ
、
県
内
で
は
ネ
ッ 

  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

ト
配
信
か
、
後
の
衛
星
放
送

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

「x
x
x
H

O
L

IC
」
や
「
お

お
き
く
振
り
か
ぶ
っ
て
」
な

ど
の
水
島
努
さ
ん
（
松
本
市

出
身
）
が
監
督
、「
カ
ー
ド
キ

ャ
プ
タ
ー
さ
く
ら
」
や
「X

」

な
ど
で
知
ら
れ
るC

L
A

M
P

の
大
川
七
瀬
さ
ん
が
脚
本
、

水
樹
奈
々
さ
ん
が
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
曲
を
歌
う
と
い
う
こ
と

で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。 

 

全
景
が
諏
訪
湖
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
、
３
話
で
「
中

諏
訪
」
と
い
う
駅
名
が
出
て

く
る
こ
と
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
諏
訪
湖
ス
タ
ジ
ア
ム
前
の

道
ら
し
き
場
所
が
出
て
く
る 

  

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

こ
と
な
ど
か
ら
諏
訪
市
が
舞

台
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
小
説
版
で
諏
訪
湖
が
モ

デ
ル
だ
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

  

               

東方 Project 

    東方風神録 

諏訪大社上社本宮の絵馬 

キャラクターの描かれたものが掛けられています 

(c)BLOOD-C TV 製作委

員会／毎日放送 

第
５
話
「
天
体
観
測
」、
第
６
話
「
微
笑
の
理
由
」
で
舞
台
に

な
っ
た
湖
畔
公
園
の
野
外
音
楽
堂 

第1
0

話
「
生
き
て
い
る
証
」、
第11

話
「
突
然
の
再
開
」
で

舞
台
に
な
っ
た
立
石
公
園
か
ら
諏
訪
湖
を
望
む 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
―

県
道
諏
訪
辰
野
線
（
さ

ざ
な
み
ロ
ー
ド
） 


